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サファヴィー朝後期のシャーの
移動と「統治の都」
後 藤 裕加子
は じ め に
11世紀以降に西アジアを軍事的に支配したトルコ系・モンゴル系の遊牧民
の諸王朝が固定した首都を持たず，時代を経るに従って都市化や定住化の傾向
を強めつつも，遊牧民の習慣を保持し続けたことは，多くの研究者が指摘して
いる（1）。
首都サマルカンドやキシュの都市建設や整備で知られ，都市の価値を認めて
いたとされるティムールも，この習慣を保持した（2）。Gronke も述べるよう
に，彼は都市内部には定住せず，市郊外の庭園を王室関係者の幕営地（royal
camp/ordu¯-yi huma¯yu¯n）として，そこに造営された宮殿や館で過ごし，祝祭
の開催や政治や軍事の決済，外交使節との謁見などの諸行事もそこで行った。
つまり，君主が移動する王朝においては，政治や軍事の場は首都ではなく君主
の滞在地にあり，首都は文化と学問の場であった。また，Gronke は，サファ
ヴィー朝もティムール朝の継承者として，この遊牧民の遺産を継承したとす
る（3）。
サファヴィー朝はアッバース 1世（在位：1588−1629年）が即位して間も
────────────
⑴ 個別事例を明らかにした先駆的な研究としては，イラン北西部を政治の中心地と
したイル・ハーンの移動を明らかにした本田（1976）がある。総括的な研究と
しては，羽田（1990）がある。
⑵ ティムールと都市との関係については，例えば Manz（1989）。
⑶ Gronke（1992），18.
２９
ない 1006/1597−8年にイスファハーンに遷都する以前には，建国時にタブリ
ーズ，次いでカズウィーンの 2都市を首都としていた。しかし，Mazzaoui は
サファヴィー朝前期の年代記には冬営・夏営の移動が恒常的に記され，固定的
な首都の概念がなかったこと，カズウィーン遷都もイスファハーン遷都も漸次
行われたものであったことを指摘している（4）。羽田と Matthee は，ムナッジ
ムとイスカンダル・ムンシーの記述にあるように，1006/1597−8年にイスフ
ァハーンが首都（maqarra-i daulat）として宣言され，豪華な建設が命令さ
れたものの，それ以前の 1590年代にイスファハーンがすでに首都（da¯r al-
 
saltana＝統治の都）と呼ばれていたこと，ただしそれは現代的な意味ではな
く，それ以前の遊牧系の王朝や 19世紀に至るまでのペルシアの王朝がそうで
あったように，君主がいるところが事実上の首都であり，イスファハーン遷都
 
後もタブリーズとカズウィーンが da¯r al-saltana と呼ばれていたことを指摘
している。そして，アッバース 1世の後継シャーたちの時代について，イス
ファハーンの重要性が徐々に増していったものの（例えば即位式はすべてイス
ファハーンで挙行されたことなど），彼らが頻繁に移動を行い，必ずしも首都
に常駐していなかったと述べている（5）。
近年，支配層が遊牧系である前近代のイスラーム諸王朝の遊牧性や首都のあ
り方について，あらたな研究が進められている（6）。サファヴィー朝のシャーの
────────────
⑷ Mazzaoui（1977），518−9．イスファハーン遷都は決まった年が明記されている
が，年代記作家イスカンダル・ムンシーの記述は約 20年も後に書かれたもので
あり，数年にわたるプロセスのなかでカズウィーンとイスファハーンが優位を争
った結果，1600年頃にイスファハーンが優位となったものであるとする。タブ
リーズからカズウィーンへの遷都にしても，イスカンダル・ムンシーは 948/
1541−2年のこととするが，同時代年代記のハサン・ルームルーには具体的な言
及がなく，950/1543年に冬営地としての確立の記述があるのみであることから，
当時の年代記作家の首都への関心の欠如を指摘している。カズウィーン遷都の年
代比定の議論については，平野（1997）を参照。
⑸ Haneda-Matthee（2006）．および羽田（2002）。「首都」を意味するペルシア語
の称号については，平野（1997）, 40も参照のこと。
⑹ 例えばトルコ・モンゴル系のイスラーム王朝の遊牧性と都市との関係を扱った論
文集のなかで，Melville（2013）と Kondo（2013）がそれぞれティムール朝シ
ャールフ，カージャール朝初期のシャーの移動について考察している。川口 
３０ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
移動については，Melville がアッバース 1世の移動を 3期に分けて詳細に分
析した。しかし，サファヴィー朝後期に関していえば，羽田と Matthee は各
シャーのいくつかの具体例と傾向を紹介しているものの，総合的な検討はなさ
れていない（7）。支配者の移動は遊牧系の王朝に限られたことではなく，前近
代ではヨーロッパなどの王朝などでも普遍的にみられる現象である。前近代の
イスラーム王朝の支配者の移動を，幅広い視点から読み解くことも，今後は必
要となろう（8）。
本稿では，これまで詳細に検討されてこなかったサファヴィー朝後期，具体
的にはサフィー 1世，アッバース 2世，スレイマーンの 3代のシャーたちの
移動について考察していく。この時代はアッバース 1世の華やかな統治の後
で見逃されがちではあるが，長きにわたって平和と安定が実現した時代でもあ
った。同時代のシャーの移動と，アッバース 1世時代までのシャーの移動の
習慣との共通性と変容を明らかにしていくなかで，今後サファヴィー朝におけ
る「首都」を含む都市の役割や権力との関係について更に検討していく一助と
したい。
────────────
  （2013）は，ティムールが夏に遠征，冬は冬営地で内政に専念，サマルカンドと
ケシュの「両都」を核として，その間を繋ぐ幹線を中心とする首都圏を想定して
いる。サファヴィー朝と同時代王朝の事例として，その一連のアナトリアの諸王
朝の建築研究のうち，川本（2010）と川本（2012）がオスマン朝ではメフメト
2世のイスタンブール遷都以前のスルタンが，徐々に首都常駐の習慣を獲得しつ
つある一方，遷都以後も市内の複数の宮殿を建設し，その間を移動していたこと
などを明らかにしている。ムガル朝についても，歴代皇帝が頻繁に新都建設を行
ったり，遷都を繰り返していたことが明らかにされている（布野・山根周（2008）
を参照）。
⑺ Melville（1993）。またタフマースブ 1世時代については同様の研究はないもの
の，同シャーと都市との関わりや都市滞在の傾向について論じた平野（2000）
がある。
⑻ Duindam & Dabringhaus（2014）は，グローバル・ヒストリーの視点から前
近代のヨーロッパと中国の王朝の中央と地方との関わり方を比較考察し，前近代
の諸王朝の王権儀礼や王の旅について再考を加えている。
３１サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
1．サフィー 1世の移動と滞在地
筆者もすでに明らかにしているように，サファヴィー朝ではタフマースブ 1
世の時代から王権強化の試みを進め，その政策の一環として暦の改革が行われ
た。イスラーム世界では正式な暦はヒジュラ暦であり，年代記などにおける歴
史叙述においても，年月日はヒジュラ暦で記録されるのが不文律であったが，
サファヴィー朝ではタフマースブ 1世時代から次第にノウルーズを新年元旦
とするトルコ暦（十二支）での編年で歴史叙述が行われるようになり，宮廷で
文書行政に携わる書記官僚（ムンシー）が執筆する「公式」の年代記は，この
様式を継承していった（9）。春分の日にあたるノウルーズは，サファヴィー朝
にとって一年の始まりという時の節目を意味したのみでなく，政治的な重要性
を持つ重要な年間行事が挙行される場でもあった（10）。また，この時季は冬営
の終わりの時季にあたり，移動のパターンが明らかにされているアッバース 1
世もノウルーズの祝祭の後に夏営に出発するのが常であった。サフィー 1世，
アッバース 2世時代に書かれた年代記も，毎年ノウルーズを起点に一年の出
来事を叙述しており，2人のシャーの移動パターン分析の基幹史料となる。
十二支編年形式で書かれた，サフィー 1世の全統治時代（1629−1642年）
を扱っている年代記は『伝記の精髄』Khula¯sat al-siyar である（11）。サフィー
1世の都市滞在時，移動時に限らず，いつ誰が彼のもとに伺候したか，誰から
書簡や報告が届き，シャーがどう裁可を下したかが日付つきで詳しく記録され
ている。シャーの居場所が政務が行われる場，という遊牧系王朝の支配のあり
方が如実にあらわれているともいえるが，細かい移動は記録されておらず，移
────────────
⑼ 後藤（2008）参照。また，Blake（2013）もサファヴィー朝の暦法について概
観しているが，政策との関連性については言及していない（Blake（2013），109
−116）。
⑽ 後藤（2004）および後藤（2005）。
⑾ 後藤（2008），69−70および 75の脚注（38）参照。
３２ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
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３３サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
動の正確な再構成は難しい（12）。サフィー 1世の統治年数 14年（1629−1642
年）は必ずしも短いとはいえないが，アッバース 1世の 42年（1587−1629
年）に比べると短く，祖父アッバース 1世の移動のような規則性は見られな
い。これは，国内の政治的な安定を実現し，隣国のオスマン朝とシャイバーン
朝の攻勢を抑えたアッバース 1世時代に対する揺り戻しの結果，両王朝のサ
ファヴィー朝への軍事的な干渉が増え，これへの対応にサフィー 1世が追わ
れたことに起因する。
サフィー 1世は統治の 1年目（巳年／1038−9／1629−30年）の冬，つまり
即位の際にはイスファハーンに滞在していたが，ギーラーンで大きな反乱が起
こった（13）。アッバース 1世死後の政情の不安定さを好機ととらえたオスマン
朝がイランとの国境地帯に侵攻し，これに対抗するために，サフィー 1世は
イラク方面への遠征出発を余儀なくされる。同年の 9月にイスファハーンを
出発すると，10月末にはハマダーンに到着し，同市を冬営地として，1930年
のノウルーズを過ごした。初夏のオスマン朝軍との戦いでハマダーンが占領さ
れると，サフィー 1世はバグダード方面に転戦し，この遠征ではサファヴィ
ー朝軍はオスマン朝軍の撃退に成功している。サフィー 1世はこの後にシー
ア派の聖地であるカーゼマイン，カルバラーを巡礼し，1631年のノウルーズ
をカルバラーで過ごした後，ナジャフに巡礼，再びクーファ経由でバグダード
に向かった後，7月初旬にようやくイスファハーンに戻った。
その後，翌年（1632年）のノウルーズを含め，約 1年半はイスファハーン
で過ごし，特にその間の移動の記録はないが，同年 11月にはグルジア遠征の
ためにアゼルバイジャン方面に出発し，Haneda-Matthee が指摘しているよ
────────────
⑿ アッバース 2世時代の年代記『至高の天国』はサフィー 1世時代も扱うが，諸
事件の月日の記載は多くなく，シャーの移動については『伝記の精髄』以上のも
のは提供しない（なお，月日には若干の齟齬がある）。
⒀ カスピ海南岸のギーラーン地方は，東隣のマーザンダラーン地方とともに絹の産
地としてサファヴィー朝にとっては重要な地であったが，イラン高原とは山脈に
よって分断され，サファヴィー朝建国後もそれ以前からあった地方王朝が半独立
体制を維持していた。アッバース 1世時代に併合されたが，しばしば反乱が発
生した。
３４ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
うに，約 5年間（1632−1636年）イスファハーンを不在にした（14）。この不在
期間の滞在の拠点としていたのは，旧都カズウィーンとタブリーズであった。
この間の 1635年にオスマン朝軍にエレヴァンを奪われ，タブリーズも略奪に
遭ったが，1636年に春に再奪還した。エレヴァン遠征の終了後，1636年 4月
上旬にアゼルバイジャン方面に向かって出発し，父祖の廟のあるアルダビール
に寄り，更に各地で夏営をしながら移動した後，スルターニーヤやカーシャー
ンを経由して 11月初旬にイスファハーンに帰還した。この後，1638年のノ
ウルーズまではイスファハーンで過ごしている。この間に近郊に狩に出かける
ことはあるが，長期の夏営は記録されていない。1637年の夏はオレアリウス
など諸外国からの使節の訪問があったが，謁見は市内で行われている。
1638年にはオスマン朝軍が再びイラクへ侵攻してきたとの報が届き，同年
12月に最終的にバグダードはオスマン朝軍により征服された（15）。 サフィー 1
世は 7月下旬にイラク遠征に出発し，翌年（1639年）の 3月にズハーブでオ
スマン朝と和平条約を締結した後，サフィー 1世はカズウィーンに向かった。
12月にギーラーン経由でマーザンダラーンに向かい，1640年 1月中旬からノ
ウルーズまでを同地で過ごし，ノウルーズの祝祭の後にイスファハーンへの帰
途についた。これ以降，サフィー 1世はイスファハーンを長期に不在にする
ことはなかったが，1642年のノウルーズの後に 1638年にムガル朝に奪われ
たカンダハールを再奪還するための遠征に出発し，5月に途上のカーシャーン
で発病，急死した。
以上，サフィー 1世の滞在地と移動を総括すると，安定したアッバース 1
世の治世の終わりを好機ととらえた周辺各国，特にオスマン朝の侵攻に脅かさ
────────────
⒁ Haneda-Matthee（2006），653。両氏は不在期間を 1631−1636としているが，
記載ミスであろう。
⒂ バグダードやシーア派聖地を含むイラク地方はサファヴィー朝建国以来のオスマ
ン朝とサファヴィー朝との係争地で，アッバース 1世時代にサファヴィー朝領
となったが，この時にオスマン朝に再奪還されて以降，オスマン朝領となった。
なお，この間の 1638年に東部国境地帯でムガル朝との係争地であるカンダハー
ルを同朝に奪われている。
３５サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
れたサフィー 1世の移動に規則性を見ることはできない。同シャーは短い治
世の大半をイラク，イラン北西部（アゼルバイジャン，グルジア）のオスマン
朝との国境地帯での遠征に従事し，首都を長期不在にすることを余儀なくされ
た。ただし，基本的には前線に出ることはなく，主に後背地にある主要な地方
都市を拠点に政務に携わった。1629年のイラク遠征の際には，遠征前の冬営
地ハマダーンには長期滞在したものの，それ以降はオスマン朝軍の動きを見な
がら，各地を短期間で移動することが多かったのに対し，グルジア遠征でのタ
ブリーズやカズウィーンでは 1カ所を比較的長く拠点としたところに特徴が
ある。そして，平時においてはイスファハーンに長期滞在する傾向が見られる
ことも指摘されよう。ただし，どの地にあっても常に市内に滞在していたわけ
ではなく，時には郊外に狩に出たり，庭園で宴を催していた様子が記録されて
いる。また，1638年のイラク遠征の終了後には，カズウィーンからアッバー
ス 1世の晩年の冬営地マーザンダラーンにまで足を伸ばしていることが注目
される。
2．アッバース 2世の移動と滞在地
サフィー 1世の長男で父の遠征に同行していたムハンマドは，政情不安を
恐れた大宰相サールー・タキーの素早い行動によって，カーシャーンでアッバ
ース 2世として即位した。彼の治世は 24年（1642−1666年）と比較的長く，
またムガル朝とのカンダハールをめぐる対立を除くと対外関係も良好であっ
た。このことは彼の移動にも反映されており，サフィー 1世の有事の移動と
は異なった平時の移動がほとんどで，全時代を通しての一定の規則性を確認す
ることができる。
     
アッバース 2世時代には，Muhammad Ta¯hir Wahı¯d Qazwı¯nı¯ の『アッバ
 
ースの書（‘Abba¯s-na¯mah）』（略号：AN），その兄弟 Muhammad Yu¯suf Wa¯lih
 
Isfaha¯nı¯ の『至高の天国（Khuld-i barı¯n）』（略号：KhB），Wa¯lı¯-Qulı¯ b.
 
Da¯wu¯d-Qulı¯ Sha¯mlu¯ の『皇帝の物語（Qisas al-kha¯qa¯nı¯）』の 3つの年代記
３６ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
が編纂されている。いずれもトルコ暦とヒジュラ暦を併用しているが，トルコ
暦を基準として編年の記述を行っているのは，書記官僚出身の兄弟が執筆した
前者 2年代記である（16）。この 2年代記のうち特に『至高の天国』は，サファ
ヴィー朝時代に書かれた年代記や世界史に影響を受けた世界史で（17），叙述方
法も伝統的なトルコ暦編年方式を踏襲している。アッバース 2世の統治時代
の大半を扱い，その定期的な活動をたどるには最も適していて，これを『アッ
バースの書』で補完することになる。ただし月日の記録はほとんどないので，
シャーのだいたいの移動のルートはわかっても，いつどこへ移動したのかはわ
からない。
カーシャーンで即位したアッバース 2世はイスファハーンには戻らず，そ
のまま旧都カズウィーンに向かい，6月に市内に入城すると，翌年（1643年）
のノウルーズまで同地に滞在した後にイスファハーンに帰還している。以降は
基本的にイスファハーンを滞在の拠点とした。
アッバース 2世は統治 6年目（子年／1058／1648年）のノウルーズの直後
にカンダハールに出発し，夏営ルートを進みながら，8月にマシュハド巡礼を
果たし（KhB, 455−8），翌年の冬をカンダハールで過ごしている。これは対
ムガル朝カンダハール遠征のためで，これが唯一の遠征目的での長距離移動で
ある。この遠征を除くと，数年ごとにイスファハーンから遠方にある他の地方
に長距離移動を行っているが，イスファハーンに留まっていることの方が多
い。ただし，イスファハーン滞在中も夏場は市内に留まらず，その近郊で夏営
を行うのが通常で，近距離ではあるが冬営と夏営での移動という規則性が見ら
れる。イスファハーン滞在中は遠距離移動の際には旧都のカズウィーンが目的
地として選ばれている他に，後半期ではアッバース 1世の晩年の冬営地マー
────────────
⒃ 後藤（2008），70−72および 75の脚注（37）を参照。『皇帝の物語』はペルシア
の歴史叙述に伝統的な，逸話ごとにまとめた叙述形式を採用しており，またアッ
バース 2世時代の記述については，彼の外交史上最大の功績であるカンダハー
ル征服の叙述に大半を費やしている。
⒄ KhB, Pı¯shgufta¯r, XIV を参照。
３７サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
ザンダラーンが好まれ，季節を越えて長期滞在していることが特徴である。以
下，アッバース 2世の移動の詳細を挙げて，検討を加えていく。
アッバース 2世は 1649年 2月末にカンダハールの征服に成功し，統治 7年
目（丑年／1059／1649年）のノウルーズを同地で祝った後にイスファハーン
に帰還した。その後 1年間はイスファハーンに滞在したが，統治 8年目（寅
年／1060／1650年）と 9年目（卯年／1061／1651年）の夏に，即位後初の
平時の長距離移動としてシーラーズ方面へ出発している。理由は「イスファハ
ーンの気候が，薔薇園の薔薇で飾られた暑気の扉を通って夏に近づいたので」
 
（KhB, 494），永遠の統治の都（maqarra-yi saltanat-i pa¯y-da¯r）にも学問の
都（da¯r al-‘ilm）のシーラーズにも近接した，「シーラーズ地方の夏営地シミ
ールムとバフマンザール（Simı¯rum wa Bahmanza¯r-i Shı¯ra¯z）」（KhB,
500）（18）が目的地となった。散策や狩猟を目的とした夏営移動であるが，滞在
期間は不明で，シーラーズの町に入城したという記録はない。
統治 10年目（辰年／1062／1652年）についてはノウルーズの記載以外に
特記事項はなく，アッバース 2世は一年間イスファハーンで過ごしたようで
ある。翌年の統治 11年目（巳年／1063／1653年）のノウルーズ後にアッバ
ース 2世は初めて祖父の晩年の冬営地があったマーザンダラーンに向かい，
統治 14年目（申年／1066／1656年）のノウルーズ直前に帰還するまでイス
ファハーンに戻ることはなかった。そもそもこの夏，アッバース 2世は首都
 
（da¯r al-saltana）イスファハーン近郊で夏営をする心積もりであったが，狩
猟長（amı¯r-i shika¯rba¯shı¯）らの進言に心を動かされ，狩を行うことを目的に
マーザンダラーンで夏営をすることにしたという。彼は一旦イスファハーンに
戻り，アッバースアーバード庭園（19）に数日間滞在したが，市内には入らずに
マーザンダラーンに向かった（KhB, 505−7）。アッバース 2世がマーザンダ
────────────
⒅ Bahmanza¯r の現在の位置は不明。Simı¯rum は，現在のイスファハーン州南部
にある Simı¯rum 市周辺のことであろう。同地はイスファハーンとシーラーズの
中間地点よりはややイスファハーンに近いところにある。
⒆ アッバース 1世がイスファハーンの南に造営した庭園（Blake（1999），74）。
３８ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
ラーンで行った宴や狩の様子は『至高の天国』に詳しく描写され，かつてアッ
バース 1世が冬営地として整備した同地での滞在が，シャーに相応しい娯楽
や行事を提供したことを明らかにしている。
夏営のはずのマーザンダラーン滞在が長引いた理由は直接的には説明されな
いが，1653年のロシアのコサックの侵攻と翌 1654年のムガル朝のカンダハ
ール遠征という 2つの外的要因も関係していると推察される（20）。17世紀後半
はロシアのイラン侵攻が頻繁になってくる時期であった。シールワーンのベイ
レルベクらの働きでこの時のコサック侵攻は撃退されているが，緊急事態に前
線と密接なやり取りを行うには，カスピ海沿岸地方に留まることは地の利があ
ったといえよう（KhB, 508−510）。翌年のムガル朝王子ダーラー・シコー
（シャー・ジャハーン長男）のカンダハール侵攻に際しては，これに対処する
ためにアッバース 2世自身もマーザンダラーンからホラーサーン地方に進軍
している。最終的にサファヴィー朝軍がムガル朝の軍隊を撃退したため，アッ
バース 2世はビスタームで軍司令官たちを慰撫し，マーザンダラーンに帰還
した（KhB, 513−521）。マーザンダラーンに一旦戻った後，避暑のためにア
ッバース 2世はフィールーズクーフ，ダマーワンド，テヘラン経由でカズウ
ィーンに向かった（KhB, 525−6）（21）。カズウィーンでラマダン（8月中旬～9
月中旬）を過ごした後にコムに向かい（KhB, 537−8），統治 13年目（未年／
1065／1655年）のノウルーズを同地で過ごした後，2年ぶりにイスファハー
ンに帰還した。イスファハーンでは事前に王の帰還を歓迎するための飾りつけ
がされたという（KhB, 543−4）。
これ以降，アッバース 2世は統治 17年目（亥年／1069／1659年）の夏ま
で，4年間イスファハーンから動いていない。ただし，町中に留まっているこ
とはなく，夏場を中心にイスファハーン近郊の狩り場（shika¯r-ba¯gh）を頻繁
────────────
⒇ ムガル朝軍の侵攻の知らせが来たのは年末のこととあるが，これは 1653年末か
ら 1654年初めのことである。
21 『至高の天国』にも説明されている通り，理由はカスピ海南岸地方が夏場は蒸し
暑く，疫病が発生する不健康な地であったため（KhB, 526）。
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に移動している。統治 13年目は秋にザーヤンデルード川上流を数日ごとに移
動しながらギャンドマーン Ganduma¯n 地方まで進んで冬に一旦帰還し
（KhB, 549−51），ノウルーズ前にも近郊に狩に出かけている（KhB, 554−
6）（22）。統治 14年目（申年／1066／1656年）はシミールムに夏営に向かい
（KhB, 558），周辺地域で狩をしながら移動し，ラマダン（7月下旬～8月下
旬）にはこの時期の移動の是非をウラマーに確認した上で別の夏営地ギャンド
マーン Ganduma¯n に移動し（KhB, 561），秋になり涼しくなったところでイ
スファハーンに帰還した（KhB, 563）。統治 15年目（酉年／1067／1657年）
にも体調を崩したため，転地のためにギャンドマーン周辺で過ごしている
（KhB, 592）。イスファハーンで冬を過ごした後には，ノウルーズ前に再び近
郊に狩に出て，シャー・トゥールで知られる聖者廟（イマームザーデ）を参詣
した（KhB, 595）。統治 16年目（戌年／1068／1658年）は Parı¯ya とファリ
ーダン Farı¯dan の夏営地に向かい，各地で狩をして帰還している（KhB, 606
−608）（23）。
統治 17年目はアッバース 2世が久し振りに夏の遠距離移動を再開してい
る。この季節移動は「勝利の徴の御旗の首都イスファハーンでの滞在が長期に
わたり，高貴な御心に天国の印たるマーザンダラーンでの行楽と狩への意欲が
駆り立てられた」（KhB, 627）からと説明される。この 6年ぶりのマーザンダ
ラーン訪問は大規模なものとなり，出発の日時は占星術師により占われた。移
動ルート上の主要経由都市はカーシャーン，コム，テヘランなどで，各地を通
常は一日，場合によっては 2～3日の滞在で移動し，途中で聖地に立ち寄りな
がら移動している。また，マーザンダラーンに到着してからは，狩をしながら
アッバース 1世が建設したアシュラフとファラフアーバードの間を往復し，
大規模な宴を催している。この滞在が約 1年にわたり，この年の記述がこの
────────────
22 ギャンドマーンは，現在はイスファハーン州の西隣チャハールマハール＝バフテ
ィヤーリー州の州都 Shahr-i Kurd 近郊の村落に比定されると思われる。
23 Parı¯ya の位置は不明。『至高の天国』の脚注 4（KhB, 606）によれば，ファリ
ーダンはチャハールマハール＝バフティヤーリー州の北西に位置する。
４１サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
マーザンダラーン滞在記に終始していることは，アッバース 2世のこの長距
離移動が，地方の臣民にシャーの威容を示す行幸として，政治的に大きな意味
を持っていたことを表していよう（24）。
統治 18年目（子年／1070／1660年）のノウルーズをマーザンダラーンで
過ごした後，暑くなってきたところでアッバース 2世はイスファハーンに帰
還したが（KhB, 654），首都での滞在が長引いたという理由で（ chu¯n
 
muddat-i iqa¯mat dar maqarr-i saltanat-i abad muddat-i imtida¯d
padhı¯ruft），狩のためにギャンドマーン方面に向かっている（KhB, 652−
4）。アッバース 2世の統治時代晩年の記述は簡素なものとなる。統治 19年
（丑年／1071／1661年）はノウルーズをイスファハーンで迎えたことしかわ
からない。統治 20年目（寅年／1072／1661年）も通常通り，ノウルーズを
イスファハーンで迎え（25），夏にはギャンドマーンで夏営を行った。統治 21
年目（卯年／1073／1663年）にはイスファハーンでノウルーズを過ごした後
に 3年ぶりのマーザンダラーン訪問を実行しているが，前回同様に大がかり
なもので，翌年のノウルーズまで過ごしている（AN, 750−1）。
この年にマーザンダラーン訪問を決定した理由は，年代記には説明されてい
ない。また，以降の移動についての詳細は途絶えるが，アッバース 2世が統
治の晩年に好んでマーザンダラーン方面を夏の移動の目的に選んでいたらしい
ことは，彼が統治 24年目（午年／1076／1666年）の秋に移動の途中で病死
していることから推察することができる（26）。
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24 マーザンダラーンはもともとサファヴィー朝にとってヨーロッパへ輸出される絹
の産地として経済的にも重要な土地であった。17世紀後半は主要な取引相手で
あるイギリス，オランダの絹貿易量は大幅に減少していたが，オランダのイラン
からの絹輸入量は 1645−1651年の 0だったものが，アッバース 2世が即位した
後の 1652年から輸入が再開しており，アッバース 2世のマーザンダラーン訪問
に何らかの経済的要因は考えられる（cf. Mattee（1999）, 166−167, 244）。
25 『アッバースの書』は十二支が一年ずれており，同年を丑年としているが，寅年
の間違いである。
26 サフィー 1世が死亡した場所については，同時代年代記に記載がなく，また諸
説あり，明らかではない。（cf. Roemer, CHI, 287）。シャルダンはダームガーン
とし，それが旅の途上であったことを述べている（シャルダン（2006），15；
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以上，アッバース 2世の 24年にわたる統治時代の移動をたどってきた。ア
ッバース 2世は統治 6年目に行われたカンダハール征服戦での遠征以外，積
極的な対外活動は行わなかった。国内も政治的に安定した時代であったが，こ
れは彼に仕えた 3人の大宰相サールー・タキー，ハリーファ・スルタン，ム
ハンマド・ベクに負うところが大きい。国内が安定したなかで，アッバース 2
世は年間を通じて首都イスファハーンを自らの滞在の拠点としており，基本的
に同市内でノウルーズを祝っていることからも，イスファハーンが首都として
の重要性を増していたことがうかがえる。しかし，夏場は狩などをして過ごす
ために夏営地に赴いており，アッバース 2世が一年を通じてイスファハーン
市内に常駐することはなかった。カンダハール遠征での移動を除けば，彼の移
動には外政との直接の関連性を確認することができず，夏営地での狩の様子な
ど，この時代になってもサファヴィー朝の君主が遊牧的な習慣を根強く保持し
ていたことが確認される。
アッバース 2世の移動で先駆のシャーとの違いとして指摘されるのは，晩
年に数年ごとにマーザンダラーンへの長距離移動を行うようになったことであ
る。これは夏営の移動を兼ねたものとして始められたが，マーザンダラーンで
の滞在は通常の季節移動での滞在を越えて約 1年にわたっており，アッバー
ス 1世の治世第 3期に観察される，夏営はイスファハーン，冬営はマーザン
ダラーンという規則性をともなう季節移動とは異なるものであった。次章のス
レイマーン時代の記述から明らかにするように，シャーの行軍は大規模で華や
かなものであったが，行軍の最中にはシャーは狩などの娯楽に興じるだけでな
く，聖地巡礼を行い，ルート上の都市に入城の際には市内の住民の訴えを聴い
たり，知識人と交流をしている。シャーの行軍の様子や，現地や移動ルート上
の諸地域・都市での歓迎の様子からは，シャーの移動がサファヴィー朝時代後
期には単なる季節移動を越え，統治下の諸地域にシャーの威容を示す役割を果
たした，一種の行幸に変容したことを明らかにしている。
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  シャルダン（1993），412）。
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3．ヨーロッパ人旅行者の記録にみるスレイマーンの移動
スレイマーン時代（統治 1666−1694年）以降はひとりの君主の統治時代を
扱った年代記は書かれておらず，年ごとの移動の詳細については確認が取れな
い。彼の統治時代については，多くをヨーロッパ人訪問者の旅行記の記述に頼
るしかない。一方で外国人による記述は，君主の移動や滞在先での様子などに
ついて詳細に記録しており，修辞的な表現が多く具体的な状況を分析には適さ
ないペルシア語の年代記の記録を補ってくれる。
ドイツ人医師ケンペルは，スウェーデンから派遣された使節団に同行してペ
ルシアに赴いた後，スレイマーンの統治 18 年目にあたる 1684 年 2 月から
1688年 6月まで同地に留まり，滞在記『ペルシアの大王の宮廷にて』を書き
残しているが，その第 17章「ペルシア王の騎馬行進」において，スレイマー
ンの移動について興味深い記述を残しているので，これとアッバース 2世の
移動とを対照しながら検討を加えていこう。
「（ペルシア王の騎馬行進は）3つに分類できる。まずは大王が限られた随
員とともにしばしば好天の時に気晴らしのために計画するもの。第 2に
シャーが狩や国賓の出迎えなどの祝祭行事に参加する際の壮麗な馬での遠
出。第 3にヤイラーク（夏営）や帝国のいずれかの管区への長期の滞在
を意図しての出発。最後の場合では巨額の費用と数え切れない騎乗の随員
の参加をともなう行事となる。」（Kaempfer, 236）
この記述からは，君主がイスファハーンの王宮のハーレム（後宮）育ちにな
ったサファヴィー朝後期になっても，君主が騎馬での行軍の習慣を保持し，そ
れを好んでいたことが明らかとなる。分類の最初の行楽の騎行（Spazierritte）
は，「午後の暑気が収まり，シャーの気分が優れなかったり，星見から家に留
まることが星の位置から不適切であると勧められたときなど，夏場の数ヶ月に
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は毎日行われる。行楽の目的地は町の郊外にある遊歩のための庭園で，たいて
いは千朝庭園が選ばれ（27），シャーは随行とともに馬でチャハール・バーグを
通ってそこに至る。彼はそこでちょっとした散歩をしたり，休憩したり，競技
や体操をして過ごす。そして夕方にはハーレムに戻る」（Kaempfer, 236−7）
とあり，イスファハーン市内の王宮に滞在している際にも，日々市外への小さ
な外出を繰り返していたのである。
第 2の狩が目的での遠出と第 3の夏営での騎馬行進は目的が重なる部分が
あるが，第 2の行軍はより小規模で，アッバース 2世がイスファハーンを拠
点とした際の夏営移動がこれに相当しよう。ケンペルは第 2の行軍の例とし
て，犠牲祭の際のヒザール・ジャリーブ庭園への行軍を詳しく描写している。
シャルダンも王侯貴顕たちが野に出かけて春をすごす習慣を持ち，「狩をした
り，釣をしたり，散策をしたり，徒歩や馬で運動をして楽しみ，彼らがなによ
りも好む野外の空気と爽やかさをこころゆくまで味わう」こと，「用事があっ
て町に来る必要が起こらないかぎり，夏のあいだ中，近くのいちばん快適な場
所でゆっくり過ごす。彼らはそれをイェラック，すなわち野歩きと呼んでい
る」（シャルダン（1993）, 360）と，遊牧系軍事支配者層の伝統的な習慣の保
持を確認させてくれる。
第 3の分類の行軍はより大規模で，アッバース 2世のマーザンダラーン地
方への遠距離移動がこれに該当する。
「3．夏営への出発。第 3の種類の騎行は盛大な祝祭をともなうマーザン
ダラーン地方へのヤイラークまたは夏営への出発の際に起きる。沢山の荷
物運搬用家畜が長期の滞在に必要なもの全てが整うように，大王の宮廷の
陣営に続く。私は（カスピ海地方を好んで訪れる）現シャーの治世下で作
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27 千朝庭園（Thausend-Morgen-Park）というのは，ヘザール・ジャリーブ庭園
のこと。これは王の広場の西に広がる王宮地区から南に伸びるチャハール・バー
グ通りを南下し，セフィード・ルー川を渡ったところにあった広大な庭園で，い
ずれもアッバース 1世がイスファハーンに遷都したときに整備したものである。
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成されたペルシア語の報告か顧慮すべき業務指示（の部分）を書き写した
ものを，ここに正確に再現したい。まず通過する土地について調査するた
めに人が派遣される。自然・泉・放牧地・森・山・近くの町や村・街道・
川などの状態について明確に目に見えるように，最も美しい地域を説明し
なければならない。彼らの帰還後にシャーは報告を精査し，彼の気に入っ
た土地を指定する。そこで天幕や絨毯や他の家財道具を載せた約 7千頭
の駱駝が，必要な御者や従者や野営の準備をする者らとともに先に送られ
る。数日遅れで滞在禁止を告知する者，いわゆるコルチがこれを追う。コ
ルチは常に銃の発砲によって，男たちに即刻退去するように促す。こうな
ると宦官にともなわれたハーレムが現れるが，たいていはシャーのその時
のお気に入りの女性たちのみからなる。彼女たちは布で被われ，駱駝の背
に両方から吊られた籠に乗る。……ハーレムが移動し，滞在禁止が解除さ
れるとシャーが全随員とともに出発する。配列は実質的にすでに私が説明
したものと同様である。……こうしてようやく一部は支配者の前，一部は
側を固める 12名の従僕をともなったシャーが現れる。そのすぐ後には宮
廷の大物や高官や大王個人の世話をする使用人たちが続く。行進の最後に
は沢山の奴隷たちを見ることができる。…途中でシャーは，先祖（アッバ
ース 1世）がイスファハーンからマーザンダラーンへの街道沿いに 4～5
ファルサングごとに建設した休憩所で休む。この休息所は壁で囲まれ，水
路（水は土地の性質によってしばしば汽水性である）が引かれ，風呂や鳩
舎や東屋で豪華に装備されていて，支配者は彼の廷臣たちと快適に宿泊で
きる。」（Kaempfer, 242）
以上の引用からは，（1）スレイマーンが，アッバース 2世が治世晩年に習
慣にしていたマーザンダラーン地方への夏営を兼ねた行幸を受け継ぎ，（2）
その移動が，先触れが出て，ハーレムも動向する，とても大規模ものであり，
（3）王の騎馬行進が快適かつ王に相応しいものとなるよう，マーザンダラー
ンとイスファハーンを結ぶ街道が整備されていたことの 3点が確認できる。
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スレイマーンがどの程度の頻度でマーザンダラーンを訪れていたのかは不明で
あるが，その騎馬行進がハーレムも同行した大規模なものである以上，手間や
経費のことを考えても，毎年挙行されるということはなかったのではないか。
シャルダンの断片的な記述からは，スレイマーンの統治前半期には，マーザン
ダラーンではなく，カズウィーンを目的地とした行幸が行われていたことも推
察される（28）。いずれにせよスレイマーンの宮廷を訪れたヨーロッパ人はたい
ていの場合，イスファハーンでシャーに謁見している。ケンペルが随行したス
ウェーデン使節の 7月末の謁見はイスファハーンで行われ，同使節は 5月末
にイスファハーンに到着し，謁見の許可が出るのに 2ヶ月待たされたが，そ
の間スレイマーンは占星術師の指示でハーレムに滞在していたという
（Kaempfer, 252）。ケンペルとは別のスウェーデン使節に随行したファブリウ
スは 3度（1679, 1684, 1697年）サファヴィー朝宮廷を訪問している。最初
の訪問での謁見場所は明記されていないが，恐らくイスファハーン，残りも 2
回はイスファハーンである。2回目では王宮でのノウルーズの祝祭に招待され
ている（Hoppe, 160）。以上から推察するに，スレイマーンの行幸の頻度は，
アッバース 2世のマーザンダラーン行幸と同程度，数年に 1度の頻度だった
のではないか。
ケンペルがサファヴィー朝宮廷を訪れたのは，スレイマーンの統治時代 28
年のうちの 18年目にあたる 1684年のことである。スレイマーンがサフィー
2世からスレイマーンに改名しての 2度目の即位をして間もない 1668年の春
には，コサック軍のカスピ海南岸地方への侵攻・略奪があり，ファラフアーバ
ードの宮殿などが破壊された。それにもかかわらずマーザンダラーンへの行幸
の習慣が途絶えていないらしいことは，王侯に相応しい娯楽である狩猟の場も
提供できる同地方が，数年に一度の頻度であっても，シャーの行幸の重要な目
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28 フランス人宝石商シャルダンが 1673年の夏にサファヴィー朝宮廷を再訪した際
には，彼がイスファハーンでスレイマーンに謁見した後，シャーは秋にカズウィ
ーンへの行幸に出発した（シャルダン（1993）, 573）。その後，シャルダンは商
談のために 1675年の 6月から 9月にかけて再びカズウィーンの宮廷を訪れてい
る（Chardin（1711）, vol.10, 108−9）。
４７サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
的地であったことを示唆しよう。
4．シャーの移動と都市
マーザンダラーン地方を含むカスピ海南岸地方は，イラン高原とはエルブル
ズ山脈などによって分断され，長らく孤立した地域であった。アッバース 1
世時代に同地がサファヴィー朝に併合されると，アッバース 1世はファラフ
アーバードとアシュラフの 2つの都を建設した際に首都イスファハーンとを
結ぶ街道の整備をした。これがシャーの円滑な移動を可能にした。この街道整
備がスレイマーン時代まで受け継がれ，快適な移動が維持されていたことは，
第 3章のケンペルの記述や以下のシャルダンの記述からも確認できる。
「隊商宿というのは旅行者に宿を提供するために建てられた大きな建物で
ある。．．．．．．トルコ帝国内の街道筋では，隊商宿は一つとして見あ
たらない。というのも，トルコでは千人単位の人々が大隊をなして旅し，
軍隊さながらに各々がテントを持っているからだ。ペルシア帝国に入れば
隊商宿は至るところにある。」（シャルダン（1993），284−5）
「十八日，王は旅を続けるために出発，二里先のダウラトアバード，「偉大
なる者の住居」という名の大きな村に泊れることになった。王の一日の行
程は二里と決まっていて，決してそれ以上進まない。帝国内ではどの地方
に行っても，一行程毎に王の所有になる行幸用の館がある。」（シャルダン
（1993），587）
こうして整備された街道を利用してサファヴィー朝領内を移動したシャーで
あったが，シャルダンの記述によれば一日の行程は二里（lieuës，1リューは
4 km）だった。ケンペルは 4～5ファルサング（1ファルサングは約 6 km）
ごとに休憩がとられていたとしており，提示される距離に差があるが，概して
ゆっくりとした行軍だったといえる。
４８ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
サファヴィー朝の年代記では，領内の主要都市に別称が併記されることが多
い。多くの別称はサファヴィー朝前期の年代記ですでに特定の都市に対して用
いられていた。バグダードの「平安の都」などは，バグダートがアッバース朝
時代に新都として建設された時につけられた名称が，この時代まで継承された
ものである。
以下，アッバース 1 世時代の主要な年代記『歴史の精粋（Khula¯sat al-
tawa¯rı¯kh）』（略号：KhT）や『世界を飾るアッバースの歴史（Ta¯rı¯kh-i
A¯ram-a¯ra¯-yi ‘Abba¯sı¯）（略号：TAA）も検討対象に加えた上で，今回の主要
史料であるサフィー 1世，アッバース 2世の年代記で用いられている別称を
列挙する（29）。
 
統治の都（da¯r al-saltana）：イスファハーン，タブリーズ，カズウィーン，
ヘラート，アシュラフ，ファラフアーバード
信徒の都（da¯r al-mu’minı¯n）：アスタラーバード，カーシャーン，コム
信仰の都（da¯r al-iba¯da）：ヤズド
知恵の都（da¯r al-‘ilm）または王国の都（da¯r al-mulk）：シーラーズ
導きの都（da¯r al-irsha¯d）：アルダビール＊
安定の都（da¯r al-qara¯r）：カンダハール
平安の都（da¯r al-sala¯m）：バグダード
保護の都（madı¯na al-ama¯n）：ケルマーン＊
一般に首都を意味する「統治の都」の別称については，イスマーイール 1
────────────
29 一覧作成にあたっての典拠は，TM, 163−4, 170 ; Röhrborn, 3−4, 120−121,
Kaempfer, 165；『ペルシア紀行』，386, 412−413, 438, 446（表 3も参照）。カ
ーシャーン，コム，ヤズドはイスファハーンの行政地区に属する。後述するが，
タブリーズ，ヘラート，アスタラーバード，カンダハールはベイレルベイの管区
地である。なおケルマーンとアルダビール（表のなかで＊がついているもの）が
王領地となったのはアッバース 2世時代で，バグダードはサフィー 1世時代に
オスマン朝領となっている。
４９サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
世からタフマースブ 1世の統治時代を扱うハサン・ルームルーの年代記『年
 
代記精粋（Ahsan al-tawa¯rı¯kh）』（略号：AT）では，イスマーイール 1世の
タブリーズ入城の頃からすでにタブリーズにこの別称を使用しており（AT,
22），サファヴィー朝の支配者たちが初期の時点からタブリーズが首都である
という認識を持っていたことは間違いない。Gronke は，『年代記精粋』には，
カズウィーン遷都についての具体的な言及がなく，当時の年代記作家が首都と
いうものへ特別な関心がなかったことを指摘しているが，『年代記精粋』のな
かで「統治の都」の別称がカズウィーンに用いられることはなかったことは，
この指摘と呼応しよう（30）。
その一方で，『年代記精粋』ではヘラートにも「統治の都」という別称を同
時並行で用いている（cf. AT, 27, 299）。ヘラートはサファヴィー朝の首都に
なったことはないが，ホラーサーン地方の中核都市で，サファヴィー朝領に入
る前は，ティムール朝ヘラート政権の首都であった。サファヴィー朝前期には
有力な王子がホラーサーン地方に派遣されたが，その宮廷所在地となった。ア
ッバース 1世も父王を退位させてカズウィーンで即位するまで，ホラーサー
ン地方の統治者として同地のアミールらに推戴されている。以上のような理由
から，ヘラートにはサファヴィー朝年代記では，常に「統治の都」の別称が冠
されている。
ヘラートの例から明らかなように，「統治の都」の別称の使用において注目
されることは，この別称が複数の都市に対して同時並行で使われることであ
る。カズウィーンに同別称が用いられることについてはシャルダンも言及して
いる。
────────────
30 Gronke, 20。カズウィーンが首都であることが明解であるイスマーイール 2世
やスルターン・ムハンマド・フダーバンダ時代にも「統治の都」の別称は使用さ
れない。ただし，タブリーズへの同別称の使用も 962/1555−6年（AT, 499）を
最後に途絶える。イスマーイール 2世からアッバース 1世の統治初期の年代記
『歴史の精粋（Khula¯sat al-tawa¯rı¯kh）』（略号：KhT）では，カズウィーンに
「統治の都」の別称が使用されるようになるのは，950/1543−4年以降からであ
る（KhT, 299）。ただし同書はカズウィーン遷都を 962/1555年のことと明記す
る（KhT, 378）
５０ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
「公文書中においては，カズビンに「ダール＝アル＝サルタナト」すなわち
王国の玉座という意味の別称が冠せられるが，それはこれまで述べたよう
に，十五，六世紀を通じてペルシアを治めた歴代の王がここに居を定めて
いたことによるものだ。他にも，「ジェメラーバード」－美しい町もしくは
栄光ある町－という形容が附されることもある。」（シャルダン（1993），
413）
だが，シャルダンが説明するように，かつて首都であったからという理由か
らだけで，「統治の都」という別称が使用されているとしたら，ヘラートの例
からも説明がつかない（31）。これまでの研究が指摘し，本稿でも明らかにして
きたように，遊牧系王朝の君主，そしてその伝統を受け継ぐサファヴィー朝の
君主にとって，政治が行われる場は必ずしもひとつの「首都」に固定される必
要はなく，君主のいる場所が事実上の統治の場であった。即位直後のアッバー
ス 2世が「統治の都タブリーズに人を派遣し，……自らはしばらく後に幸運
のなかで統治の都カズウィーンから統治の都イスファハーンに向かって」
（KhS, 310）も，何ら不自然ではなかったのであろう。
サファヴィー時代後期にイスファハーンが首都としての重要性を増していっ
たことは，シャーがイスファハーンを移動の拠点にしていたことからも明らか
である。しかし，複数の「統治の都」を維持していたことは，アッバース 1
世が新たに建設し，その晩年の冬営地となったカスピ海南岸の 2都市，ファ
ラフアーバートとアシュラフにも「統治の都」の別称が付与されていることか
らも確認されよう。サフィー 1世は統治の晩年に 1度マーザンダラーン地方
────────────
31 なお，Haneda-Mattee は「統治の都」の別称がアッバース 1世の遷都以前の 1590
年代からイスファハーンに使用されていたことを指摘しているが，同シャーの同
時代年代記である『歴史を飾るアッバースの歴史』も『歴史の精粋』も，アッバ
ース 1世以前のシャーの時代の記述からイスファハーンに「統治の都」の別称
を使用している。写本ごとの記述の違いを確認しないと正確なことは言えない
が，書写の段階で「首都」に対する敬意を示して，遷都以前から「統治の都」の
別称が冠されていたことが考えられる。
５１サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
を訪れただけであるが，彼の年代記にはマーザンダラーンに格下の「信徒の
都」の別称が付されるのみで（KhS, 285），「統治の都」の別称は付与されて
いない。アッバース 2世時代に，彼が同地への行幸を習慣化するようになっ
て以降，「統治の都」の別称が使われるようになるのである（32）。
シャルダンがカズウィーンのもうひとつの別称として挙げている「ジェメラ
ーバード（jamı¯l-a¯ba¯d）」はサファヴィー朝年代記には確認できないが，マー
ザンダラーンおよび同地の 2都市には，「天国の徴（bihisht-nisha¯n, jannat-
nisha¯n）」や「天国の礎（jannat-buniya¯d, khuld-buniya¯d）」（cf. KhB, 520,
879, 930, 944）などの同様の美称が多用された。アッバース 2世，スレイマ
ーンの両シャーにとっては，カズウィーンもマーザンダラーン地方も，父祖の
首都であったとともに，自身が数年に一度行幸で訪れる「首都」同等の都市で
あり，同地周辺の豊かな自然のなかで狩を楽しんだ。これらの美称の使用に
は，シャーの行幸の栄誉に浴する，地方の「統治の都」を賛美しようとする意
図が現れているのではないか。
一方，同じ旧都でも，タブリーズには同様の美称が用いられることはなく，
別称を伴っての年代記での登場回数も限られる。これは，そもそもサフィー 1
世の遠征時を除くと，シャーが同市を自身の行幸の目的地としておらず，年代
記の記録も限られるからである。サフィー 1世時代の 2度のオスマン朝軍の
侵攻により，タブリーズは著しく破壊された。また同地は，サファヴィー朝後
期には太守（ベイレルベイ）に委ねられた都市・地域のなかでも最大のもの
で，カズウィーンやファラフアーバート，アシュラフとは異なって，王の直轄
────────────
32 なお『世界を飾るアッバースの歴史』では，ファラフアーバードに「統治の都」
の別称が使用される例は一例のみで（TAA, 945），複数ある別称のうち，最も多
用されているものは「歓喜の都（da¯r al-suru¯r）」である（TAA, 879, 886, 897,
989, 1058, 1065）。「保護の都」（TAA, 920）と「王国の都」（TAA, 1015）もそ
れぞれ一例ある。アシュラフには「統治の都」は一度も使用例がなく，「清浄な
町（qasaba-i tı¯ba）」や「貴い町（qasaba-i sharı¯fa）」（TAA, 944, 946, 989,
990, 1016, 1072, 1075）などと呼ばれている。なお，アッバース 2世の年代記
は，サフィー 1世時代の記述でもアシュラフとファラフアーバートに「統治の
都」を使用する（KhB, 293, 299 ; AN, 298, 300）。
５２ サファヴィー朝後期のシャーの移動と「統治の都」
領には属していなかった。
前述の別称リストのうちコム，カーシャーン，格下げ時代のマーザンダラー
ンなど，「首都」になったことはないが，即位式やノウルーズの滞在地となり，
統治の拠点として重要な複数の都市には「信徒の都」の名称が冠されている。
リストで下線のある都市はサファヴィー朝後期に王領地に属していた都市・地
域で，下線のないものは太守管区地であるが，シャーの行幸のルート上にあ
り，シャーが頻繁に滞在するカズウィーン，コム，カーシャーンなどの都市や
夏営地は，サファヴィー朝後期にはすべて王領地に属していた。そして首都イ
スファハーンとマーザンダラーンを結ぶ行幸ルート，またイスファハーンを南
表 3 都市の別称
都市名 別称 主な出典
Tabrı¯z
 
da¯r al-saltana AT, 22, 35, 499 ; KhT, 100, 141−2, 315 ; TAA, 889 ;
KhS, 197−9, 310 ; KhB, 176, 528.
Qazwı¯n
 
da¯r al-saltana KhT, 299, 378 ; KhS . 30 ; KhB, 511, 566 ; QKh :
213, 307 ; AN, 345, 742−3.
 
Isfaha¯n
 
da¯r al-saltana KhT, 85 129, 921 ; TAA, 430, 455−6, 526, 547, 607,
 
1075 ; KhS, 35, 37（pa¯-yi sarı¯r-i saltana）.
Hera¯t
 
da¯r al-saltana AT, 27, 299 ; KhT, 141, 170, 379 ; TAA, 283, 598−
9 ; KhB, 455, 460 ; QKh : 327, 329.
 
Faraha¯ba¯d
 
da¯r al-saltana TAA, 945 ; KhB, 293, 299, 511, 525, 630 ; AN, 548, 679.
Ashraf
 
da¯r al-saltana KhB, 631 ; AN, 298, 300, 548, 680, 751.
Astara¯ba¯d da¯r al-mu’minı¯n KhB, 454, 519−20, 577 ; AN, 750−751.
Ka¯sha¯n da¯r al-mu’minı¯n KhS , 242, 298 ; KhB, 369−317, 627 ; AN, 749. シャ
ルダン（1993），445.
Qum da¯r al-mu’minı¯n KhS, 306 ; KhB , 372, 538, 627；シャルダン（1993），
438.
Yazd da¯r al-iba¯da TAA, 425, 525 ; KhT, 213, 921.
Shı¯ra¯z da¯r al-‘ilm,
da¯r al-mulk
AT, 38 ; TAA, 431, 871（ともに Fa¯rs）; KhB, 511 ;
   
AN, 742−3．一度のみ da¯r al-saltana（KhT, 650）
Ardabı¯l da¯r al-irsha¯d KhT, 343 ; TAA, 442, 448 ; KhS : 239 ; KhB, 509 ;
576−7 ; QKh : 416, 448.
Qahdaha¯r da¯r al-qara¯r KhS, 255, 290 ; KhB, 518, 520 ; QKh : 313, 345.
Baghda¯d da¯r al-sala¯m KhS : 256 ; KhB, 177, 398, 530.
Kirma¯n madı¯na al-ama¯n KhT, 903 ; TAA, 1058 ; KhB, 520, 609.
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下し，シーラーズを経由してペルシア湾に至るルートは，サファヴィー時代の
重要な街道であり，イスファハーンを訪れるヨーロッパ人が利用するルートで
もあった。シャーは数年に一度の行幸において，十分に整備された王領地沿い
の街道を，壮麗な装備で行軍し，サファヴィー朝王権の威容を臣民に示しつ
つ，各地の住民と交流したのである。
ま と め
本稿ではサファヴィー朝後期の 3代のシャーの長距離移動について検討し
てきた。同時代のシャーたちの時代は，「首都」として，シャーの滞在の拠点
としてのイスファハーンの重要性が増していった。シャーたちはイスファハー
ンを拠点に，夏営・冬営のサイクルに基づいた遊牧系王朝の支配者たちの伝統
的な習慣である季節移動を根強く保持する一方，これと組み合わせるかたちで
数年に一度の遠距離の行幸という移動をするようになった。そしてこの行幸の
移動は，シャーの威容を，王領地を中心とした領域内臣民に誇示する手段とな
っていたのである。
今回は紙幅の都合から，シャーの滞在先での行動について詳しく論じること
はできなかった。また，王領地に属さず，シャーの行幸ルート上にない諸地方
にいかにサファヴィー朝の権威を浸透させるのかという問題も残る。ヨーロッ
パ人の訪問者が述べているように，ベイレルベイら地方の支配者は自らの宮廷
でサファヴィー朝宮廷の儀礼や行事を模倣していた。サファヴィー朝後期の
「統治の都」で行われた諸行事の領内への普及については，別稿であらためて
論じる予定である。
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